
国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 港湾空港技術研究所 

構造ニュース   2019年7-9月（Vol. 30） 

研 究 ASR による劣化が生じた構造物のモニタリングに関する検討 

 

ASRによる劣化が生じた構造物の膨張挙動を把握するとともに、鋼板巻立て等の拘

束による膨張抑制効果を評価するため、大型の試験体を製作しひずみ等のモニタリン

グを行っています。また、本試験体に対して、数値解析シミュレーションを行うため、

解析モデルの検討や妥当性評価を行っています。 
 

研 究 水中ドローンと3 次元データを活用した海洋構造物の点検診断に関する検討 

海洋構造物の海中部分の点検診断は潜水士による目視点検や計測が一般

的です。しかし、海中作業は危険も多いため、水中ドローンや 3 次元デー

タ（CIM）を活用した安全で効率的な点検診断方法を検討しています。8月

に、点検効率や課題等を確認するための現地実験を中部地方で実施しまし

た。今後も複数の港湾で実験を実施する予定です。 

 

 

出 張  海外出張報告１ 

9/15-20 に国総研が実施したｶﾝﾎﾞｼﾞｱの港湾調査とﾋｱﾘﾝｸﾞに、加藤が同行

しました。港湾基準の策定の協力に向けて、公共事業運輸省、ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝおよ

びｼｱﾇｰｸﾋﾞﾙ港湾公社の技術者と交流を深めました。約10年ぶりの訪問でし

たが、取扱貨物量が以前と全く異なることに大変驚きました。 
 

 

出 張  海外出張報告2 
9/17にﾌﾗﾝｽの Ifsttarで日仏研究 WSが開催され、川端が参加しました。

本WSは、日仏の共同研究を加速させることを意図して開催されたものです。

WSでは若手研究者が中心に発表しました。今後の日仏共同研究への発展な

どが期待されています。川端は日本の ASR/DEFについて発表しました。  
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メンバー 
氏 名 役 職 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 靴のサイズ 今月のひと言 

加藤 絵万 グループ長 katoh-e@ 23.5 cm 久しぶりに載荷試験を手伝いました。楽しかった。 
野上 周嗣 主任研究官 nogami-s852a@ 27.0 cm 水中ドローンがなかなか素直に動いてくれない… 
川端 雄一郎 主任研究官 kawabata-y@ 26.5 cm マグロは来年に持ち越し。今年はシイラで終了。 
田中 豊 研究官 tanaka-yu@ 26.5 cm 載荷試験・準備の記憶しかないです。 
平川 恭奨 依頼研修員 hirakawa-kyo@ 26.0 cm やっと涼しくなってきました!! 
山田 幸夫 契約職員 yamada-yu@ 25.5 cm 家に帰ってからの燗酒が楽しみな季節です。 

※ メールアドレスの@以降はp.mpat.go.jpです。 


